
泊発電所３号炉　ヒアリングコメント回答リスト

（第5条 津波による損傷の防止（漂流物））

ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

220214
-03

1

防潮堤への漂流物の影響について，防潮堤前面
に入構に使うルートや駐車場がある場合，車両
（保安パトロール車含む）が漂流物となり得る
ことから，発電所での車両の緊急退避の運用を
含め，耐津波設計方針において整理して説明す
ること。

【第380回ヒアリング　防潮堤の設計方針につ
いて】

R4.2.14
本日
回答

入構に使うルートや駐車場については，防潮堤区画
内に整備することとし，車両が漂流物とならない配
置とした。なお，保安パトロール等一時的に敷地内
で防潮堤外の津波遡上域に存在し得るものについて
は漂流及び滑動評価を行い，取水口を閉塞させない
ことを確認した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-214

220613
-02

2

敷地周辺海域に設置予定の構造物（例えば風力
発電設備）の有無を調査し，整理した結果の配
置図等への反映の要否を検討すること。風力発
電設備の設置計画等については，自治体等に確
認した結果も踏まえて整理すること。 R4.6.13 回答済

R4.10.17
ヒアリング

洋上風力発電設備を含め，漂流物調査範囲内に新た
に設置される人工構造物については，定期的（１回/
年）に調査及び評価を実施する方針であることを審
査まとめ資料に反映した。
現在，自治体が計画中の洋上風力については，泊発
電所周辺10km以内に風力発電機等は設置しない方針
であることから，漂流物調査範囲内に設置されるこ
とはない。

第400回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.3）」
■別添1 2.5項
5条-別添1-Ⅱ-2-86

220613
-03

3

敷地周辺海域における堀株側の外海に面してい
る範囲で操業する漁船がないのか等，漂流物と
して考慮すべき対象物を確認し，整理して説明
すること。 R4.6.13 回答済

R4.10.17
ヒアリング

漂流物として考慮すべき敷地周辺海域で操業する漁
船の有無や漁船の仕様等を審査まとめ資料に反映し
た。

第400回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.3）」
■別添1 2.5項
5条-別添1-Ⅱ-2-145～148

220613
-05

4

（P24）
岩内港についての記載に関し，定期的なフェ
リー航路以外の情報が不足していることから，
岩内港への定期船舶ではないクルーズ船や作業
船などの寄港実績，航行実績及び航路を調査
し，資料に反映すること。

R4.6.13 回答済
R4.10.17

ヒアリング

海上保安庁等へ聞取調査や資料調査の結果を踏ま
え，定期船舶ではない船舶の航行実績や船舶の仕様
等を審査まとめ資料に反映した。

第400回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.3）」
■別添1 2.5項
5条-別添1-Ⅱ-2-145～146

220630
-09

5

（パワーポイント資料41ページ）
集水桝や出口桝を通じて漂砂や漂流物が流入・
堆積し，逆流防止装置の開閉を阻害することが
ないことを説明すること。（説明の際には，想
定される瓦礫や漂流物の想定等，先行サイトの
女川を参考とすること。）

R4.6.30
後日
回答
予定

集水桝や出口桝を通じて漂砂や漂流物が流入・堆積
し，逆流防止装置の開閉を阻害することがないこと
を砂移動解析結果を踏まえてご説明する。

2024年2月

221017
-02

6

（5条-別添1-添付30-8）
LLW輸送容器及びLLW輸送車両を漂流物とさせな
い対策について，時間的余裕を含め，成立性を
整理して説明すること。

R4.10.17
後日
回答
予定

LLW輸送容器及びLLW輸送車両への対策や運用につい
て，基準津波確定後にご説明する。

― 2023年12月

221017
-03

7

（5条-別添1-添付30-10）
LLW輸送容器の固縛装置について，基準地震動
に対する健全性の考え方を設工認で説明する予
定なのか整理して説明すること。 R4.10.17

後日
回答
予定

LLW輸送容器の固縛装置については，国土交通省が定
める「放射性物質の自動運搬に係る積載方法の安全
性に関する技術基準の適用方針」に適合させており
十分な強度を有していると考えるが，設計及び工事
計画認可の段階において固縛装置の耐震性評価及び
転倒評価の計画についてご説明する。

2023年12月

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 1/9
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ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

221017
-04

8

（5条-別添1-Ⅱ-2-104）
発電所敷地内及び敷地外で選定した車両につい
て，まずは車両の種類を網羅した上で，その代
表性を整理し説明すること

R4.10.17 回答済
R4.11.8

ヒアリング

敷地内の車両について，車両を「巡視点検車両」
「車両系重機」「燃料等輸送車両」に分類して整理
を行った。

第407回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.4）」
p.5条-別添1-Ⅱ-2-116

 

221017
-04

8

（5条-別添1-Ⅱ-2-104）
発電所敷地内及び敷地外で選定した車両につい
て，まずは車両の種類を網羅した上で，その代
表性を整理し説明すること

R4.10.17
本日
回答

敷地内においては上記回答済みの車両のうち最大形
状の車両として使用済燃料輸送車両を代表として評
価した。敷地外の車両については，ビデオカメラに
よる定点撮影を実施し，「一般車両」「車両系重
機」「緊急車両」「バス」「農耕作業用車両」「貨
物自動車」「自動二輪車」に分類して整理を行っ
た。なお，調査は地域特性を考慮し冬季期間以外及
び冬季期間にて実施し，漂流物の調査範囲内・外の
市街地や市街地にある施設を往来する車両を確認し
た。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■添付資料34
p.5条-別添1-添付34-1～14

 

221017
-05

9

上記指摘に関連し，敷地外の車両としては，敷
地近傍の国道229号線を走る車両の種類を網羅
した上で，その代表性及び漂流物影響について
の考え方を整理し説明すること。

R4.10.17
後日
回答
予定

国道229号線を走行する車両については，軌跡解析等
踏まえ再検討した上でご説明する。

2023年12月

221017
-06

10

漂流物の選定において，最大規模の形状のもの
を代表した上で評価しているが，例えば最大規
模ではないものが複数漂流し，それらの漂流物
によって取水性へ影響を与えないか，整理し，
説明すること

R4.10.17
本日
回答

取水性の影響に関して，３号取水口は，循環水ポン
プの取水路を兼ねており，全体流量に対する原子炉
補機冷却海水ポンプの流量比（約3％）から，漂流物
により通水面積の約97％が閉塞しない限り，取水機
能が失われることはない。
津波は流向を有していることから，漂流物がすべて
取水口前面に到達する可能性は低い。また，漂流物
が隙間なく整列すること及び漂流物の形状から取水
口に密着することは考えにくく，取水口を完全に閉
塞させることはない。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-285

 

221017
-08

11

（5条-別添1-Ⅱ-2-143）
敷地内海域に入港する船舶について，仕様，津
波来襲時の退避手順，故障の可能性等について
確認すること。また，”作業船”と一括りにす
るのではなく，関係する船の種類を網羅した上
で，それぞれ確認した内容を整理し説明するこ
と。 R4.10.17 回答済

R5.1.23
ヒアリング

敷地内海域に入港する船舶について，再整理した結
果が纏まったことから，まとめ資料に反映を行っ
た。

第439回ヒアリング　資料1-1「泊発電所３号炉
耐津波設計方針について（漂流物の影響評価）」
p.34～35,38

第439回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.10）」
■別添１ 2.5水位変動に伴う取水性低下による重
要な安全機能への影響防止
p.5条-別添1-Ⅱ-2-94,147～157

―

221017
-09

12

（5条-別添1-Ⅱ-2-137）
燃料等輸送船の訓練を踏まえた退避時間につい
て説明すること。 R4.10.17 回答済

R4.11.8
ヒアリング

燃料等輸送船の訓練を踏まえた退避時間は16分であ
り，まとめ資料に反映を行った。

第407回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.4）」
p.5条-別添1-Ⅱ-2-148

―

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 2/9



ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

221017
-10

13

（5条-別添1-Ⅱ-2-146,147）
直近海域の船舶について，最大の漁船が4.9tと
しているが，8.0tのプレジャーボートの考慮の
必要性を整理し，説明すること。

R4.10.17 回答済
R4.11.8

ヒアリング

プレジャーボートの考慮の必要性について，資料3-1
「ヒアリングにおける指摘事項に対する回答資料
（ID：221017-10）」の通り整理した。

第407回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.4）」
p.5条-別添1-Ⅱ-2-158

―

221017
-11

14

（5条-別添1-Ⅱ-2-147）
500m以遠の船が航行不能になった場合につい
て，防潮堤や取水口に到達する可能性を整理す
ること。

R4.10.17
本日
回答

500m以遠の船が航行不能になった場合における評価
を実施し，基準津波の流向・流速ベクトル及び軌跡
解析から発電所に対する連続的な流れはなく，敷地
護岸及び港湾に到達しないと評価した。仮に到達し
たとして取水性の影響評価を実施した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-282
■添付資料41
p.5条-別添1-添付41-5

 

221017
-12

15

退避する船舶が防波堤に衝突した場合に，津波
防護に与える影響について整理して説明するこ
と。 R4.10.17

後日
回答
予定

 

地震時における防波堤の沈下量の解析結果等を踏ま
え，敷地内の海域から船舶が退避可能なルートを確
保することが可能であるかを確認する。確認結果に
ついては，今後ご説明する。

― 2023年12月

221108
-09

16

木造，RC造等の建物の材料，構造及び基礎を踏
まえて，建物の漂流物としての取扱い方針（が
れき化するか否か）を整理すること。

R4.11.8
本日
回答

木造建物については，津波工学研究報告（1992,東北
大学,首藤）によると木造建屋は津波波高２ｍを超え
る津波が到達すると全面破壊すると整理されてお
り，泊発電所における最大波高15.68mを考慮すると
津波波力により全体が破損して気密性が損なわれ，
がれき化して漂流物化する。RC造については地震又
は津波波力によって，当該設備は損傷し，がれき化
すると考えられるが，主材料であるコンクリートの
比重（2.34）が海水の比重（1.03）を上回っている
ため漂流物とはならないと評価した。鉄骨構造につ
いては気密性が損なわれることや主材料の比重から
漂流物とはならず，また津波波力の影響も受けにく
い構造であることから滑動もしないと評価した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-212,213

 

221108
-10

17
車両を含めて，検討中の箇所は，検討中である
ことが分かるような記載とすること。 R4.11.8 回答済

R4.12.6
審査会合

説明用PPT資料に検討中である事項や今後整理する項
目が分かるよう記載を追記した。

p.10 ―

221108
-11

18

地震発生後の燃料等輸送船の緊急離岸が可能と
なる時間と基準津波の到達時間との余裕の程度
を示した上で，陸側作業員の退避時間も含め，
燃料等輸送船の緊急離岸の成立性を整理し説明
すること。

R4.11.8
後日
回答
予定

 

陸側作業員の退避時間も含め，燃料等輸送船の緊急
離岸の成立性を整理し説明する。また，緊急退避が
できない場合を想定しても，他の対策によって燃料
等輸送船が漂流物とならないことを説明する。

 2023年12月

221108
-12

19

まとめ資料153～154ページ）
取水口吞口と立坑部の関係について，誤解が生
じないような図に直すこと。

R4.11.8
本日
回答

取水口吞口及び立坑部の関係について図を修正し
た。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-274,275

 

221108
-13

20

PPT15ページ）
輸送車両などにウエイトを装着する対策を採っ
ているならば，その旨が分かる記載とするこ
と。

R4.11.8 回答済
R4.12.6
審査会合

説明用PPT資料に燃料輸送車両のウエイト装着運用を
実施することがわかるよう記載を追記した。

第1098回審査会合　資料1-1-2「泊発電所３号炉
耐津波設計方針について（漂流物の影響評価）」
p.13

―

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 3/9



ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

221108
-14

21

漂流物の影響評価に際して，国道２２９号線を
通行する車両も含めて，漂流物になり得るもの
を網羅的に挙げること。その上で選別する判断
基準を明確にし，管理出来ないものに対する不
確かさを踏まえた漂流物の選定方法を，整理し
説明すること。

R4.11.8
後日
回答
予定

国道229号線を走行する車両については，軌跡解析等
踏まえ再検討した上でご説明する。

2023年12月

221108
-15

22

PPT３０ページ）
５００ｍラインの詳細が見え辛いので，左の拡
大図への掲載を検討すること。また，漁業権消
滅区域について色の整合を図ること。 R4.11.8 回答済

R4.12.6
審査会合

「調査分類Ｃ：海上設置物　配置概略図①（発電所
港湾関係）」について，500ｍラインの追記，漁業権
消滅区域の色の修正を行った。

■別添1 2.5項 ―

221108
-16

23

PPT36ページ）
今回はステップⅠまでの説明であるはずなの
に，ステップⅢまで記載されているので，整合
を図ること。

R4.11.8 回答済
R4.12.6
審査会合

Step2とStep3を記載した部分については，記載を削
除した。

p.5条-別添1-Ⅱ-2-206～218 ―

221108
-17

24

取水路の通水性に与える影響については，9.7t
船舶より小さい船など，泊サイトの特徴に合わ
せ一番影響がある条件を選定し評価すること。
また，小さな船舶などが取水口から内部へ浸入
する場合の通水性及び機器等への構造影響につ
いても評価すること。 R4.11.8

本日
回答

9.7tより小さい船舶港湾の周辺及び港湾内への船舶
の来航を伴う作業のうち港湾設備保守点検，海洋環
境調査のため約５トン未満の作業船が港湾内外で作
業を実施する。航行不能等により取水口に到達する
可能性があったとしても、その大きさによる投影面
積（長さ８m,幅４ｍ,喫水深さ１m）と取水口の大き
さを比較した場合において十分な余裕があり，取水
口を閉塞するものではない。漂流した場合において
も取水口上枠に当たるため内部へ侵入することはな
い。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-273-275

 

221108
-18

25

PPT34ページ）
500ｍ以内海域において「航行する可能性がな
いことを確認した」と「断定」した根拠を示し
説明すること。
（先行サイトを参考に，責任ある機関での取り
決めなどのエビデンスを収集すること）

R4.11.8 回答済
R5.1.23

ヒアリング

500ｍ以内海域において「航行する可能性がないこと
を確認した」と「断定」した根拠について，資料調
査にて確認した発電所周辺に設定された漁業権及び
発電所周辺海域の地形，聞取調査にて確認した漁業
共同組合が定めている漁業権行使規則における漁船
の総トン数の制限等を基に整理した結果をまとめ資
料に反映した。

第439回ヒアリング　資料1-1「泊発電所３号炉
耐津波設計方針について（漂流物の影響評価）」
p.36～37,39～48

第439回ヒアリング　資料2「泊発電所３号炉 設置
許可基準規則等への適合状況について（設計基準
対象施設等）第5条 津波による損傷の防止（DB05
r.3.10）」
■別添１ 2.5 水位変動に伴う取水性低下による重
要な安全機能への影響防止
p.5条-別添1-Ⅱ-2-94,147,164

■添付資料34「発電所周辺における漁船の操業・
航行の可能性について」

―

221108
-19

26

PPT１７，１８ページ）
質量などの記載があるが，どうして当該値で良
いのか，何故漂流物ならないのかといった根拠
に係る記載を充実すること。 R4.11.8 回答済

R4.12.6
審査会合

評価の根拠に係る記載を充実化した。 第1098回審査会合　資料1-1-3「泊発電所３号炉
設置許可基準規則等への適合状況について（設計
基準対象施設等）第5条 津波による損傷の防止」
p.5条-別添1-Ⅱ-2-121

―

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 4/9



ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

221108
-20

27

PPT15ページ）
津波の遡上に対する車両の位置と標高，車両の
運用方法も含めて，車両が漂流物に該当するの
か否かについての扱いについて，整理し説明す
ること。

R4.11.8
本日
回答

ID:220214-03同様，入構に使うルートや駐車場につ
いては，防潮堤内に整備することとし，車両が漂流
物とならない配置とした。なお，保安パトロール等
一時的に敷地内で防潮堤外の津波遡上域に存在し得
るものについては漂流及び滑動評価を行い，取水口
を閉塞させないことを確認した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-214

 

221108
-21

28

漂流物評価においては，最初から母集団を狭め
ることはせず，網羅的に抽出した母集団に対
し，様々な影響を踏まえて，それぞれの影響が
一番大きくなるものは何かということを考え
て，評価内容を整理し説明すること。

R4.11.8
本日
回答

漂流物評価において、調査結果を網羅的に抽出し代
表して評価するなどそれぞれの影響を保守的に評価
した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-193～283

 

221108
-22

29

PPT資料に茶津漁港の船舶関係の調査結果を記
載すること。
（まとめ資料には記載があるが，PPTには無い
ため）

R4.11.8 回答済
R4.12.6
審査会合

説明用PPT資料に茶津漁港の船舶関係の調査結果を追
記した。

第1098回審査会合　資料1-1-2「泊発電所３号炉
耐津波設計方針について（漂流物の影響評価）」
p.35

―

221108
-23

30

PPT資料かまとめ資料に，洋上風力の建設に係
る記載の追加を検討すること。

R4.11.8 回答済
R4.12.6
審査会合

審査まとめ資料に洋上風力に係る記載を追記した。 第1098回審査会合　資料1-1-3「泊発電所３号炉
設置許可基準規則等への適合状況について（設計
基準対象施設等）第5条 津波による損傷の防止」
p.5条-別添1-Ⅱ-2-143

―

221108
-24

31

発電所敷地内で作業をする船舶の管理（9.7ｔ
の船舶を使用しない等）について，基準適合の
観点から事業者としてどのように管理していく
のか，申請書への記載内容を含めて整理し説明
すること。

R4.11.8
後日
回答
予定

 

・敷地内の海域で作業（ブイの保守点検，魚類迷入
網等の網交換，特別採捕等）に従事する船舶につい
ては，総トン数を制限（4.9トン以下に制限）する。
QMS文書や漁協との取り決め事項，作業を実施する会
社と取り交わす仕様書等に制限運用を明記し，作業
船の管理を行う。当該運用をまとめ資料に反映す
る。
・申請書（添付書類八）への記載内容について検討
を行い，審査資料へ反映する。
・記載内容の詳細については，後日回答する。

 2023年12月

221115
-26

32

別添1- 添付23-1）
衝突荷重算定式について，先行審査実績を踏ま
えたうえで，泊として必要となる状況（防潮堤
の構造成立性における漂流物荷重の設定）を踏
まえ，想定される漂流物への適用式を整理し説
明すること

R4.11.15 回答済
R4.12.22

ヒアリング

先行の審査実績を踏まえたうえで，設置変更許可に
おける防潮堤の構造成立性評価に用いる漂流物の衝
突荷重として，現時点で想定される以下の漂流物の
衝突荷重を整理した。
・直近海域：総トン数５tの小型船舶
・前面海域：総トン数20tの船舶

第431回ヒアリング　資料2-2「泊発電所３号炉 設
置許可基準規則等への適合状況について（設計基
準対象施設等）第5条 津波による損傷の防止
（DB05 r.3.7）」
■p.5条-別添1-添付23-11

 

230123
-04

33

資料1-2【漂流物の影響評価に係る指摘事項回
答】15ページ）
木造の建物のがれき化について，がれき化しな
い可能性も踏まえ，取水性の確保及び漂流物衝
突荷重などの評価項目に対する保守的な評価に
関して，考え方を整理し説明すること。 R5.1.23

本日
回答

木造建物については、津波工学研究報告（1992,東北
大学,首藤）によると木造建屋は津波波高２ｍを超え
る津波が到達すると全壊すると整理されており、東
北地方太平洋置き地震に伴う津波被害の実績でも浸
水高さ２ｍから木造の建物の構造被害が発生してい
る。泊発電所における最大波高15.68mを考慮すると
津波波力により全体が破損して気密性が損なわれ、
がれき化して漂流物化する。がれき化した壁材等は
軽量物であること及び水面に浮遊することから取水
性への影響はない。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-212,213

 

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 5/9



ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

230123
-06

34

資料1-2【漂流物の影響評価に係る指摘事項回
答】6ページ）
調査期間に関する考え方について，例えば冬季
期間における調査（定点撮影）を計画している
ことなど，方針を整理し説明すること。

R5.1.23
本日
回答

添付資料34に示すとおり、冬季期間におけるビデオ
撮影による定点撮影を実施した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■添付資料34
p.5条-別添1-添付34-1～14

 

230123
-07

35

資料1-2【漂流物の影響評価に係る指摘事項回
答】5ページ）
漂流物の影響評価における敷地外の車両の抽出
について，調査範囲の設定も含めて体系的に整
理し説明すること。
具体的には，泊の特徴である国道を通る車両に
ついて，当該車両が調査範囲7kmより外側の施
設等を利用する場合も含めた車両の網羅性を整
理し，説明すること。
調査範囲の体系的な整理の結果を踏まえ，定点
撮影した調査結果（車両）と調査範囲の設定と
の関係を整理し説明すること。

R5.1.23
本日
回答

添付資料34に示すとおり、定点撮影による調査結果
に関して当該車両が調査範囲より外側の施設等を利
用する場合、国道229号線を走行することとなること
から国道の定点撮影は調査範囲外を利用する車両も
含め抽出できていると考える。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■添付資料34
p.5条-別添1-添付34-5,6

 

230123
-08

36

資料1-2【漂流物の影響評価に係る指摘事項回
答】15,16ページ）
木造建物が地山への衝突によりがれき化して漂
流する記載について，建物の上物が漂流した後
の破損する可能性も想定し，基準津波確定後に
評価することがわかる記載を検討すること。

R5.1.23
本日
回答

ID:230123-04にて回答する。 （R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-212,213

 

230123
-09

37

資料1-2【漂流物の影響評価に係る指摘事項回
答】13ページ）
RC造の比重の評価対象について，代表の建物と
するならば代表性を示すこと。 R5.1.23

本日
回答

RC造の評価対象については、地震又は津波波力に
よって損傷し，がれき化すると考えられるため，主
材料であるコンクリートの比重を用いることとし
た。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-212,218

 

230123
-13

38

資料1-2【漂流物の影響評価に係る指摘事項回
答】28ページ)
水理模型実験のマウンドについて，揚圧力によ
る底面の浮き上がり効果の観点で，実験におけ
る砕石の設定について，説明すること。

R5.1.23
本日
回答

水理模型実験において波圧と水位を計測した結果，
計測された揚圧力と「防波堤のガイドライン」で作
用されている評価式で算出した揚圧力の結果が整合
されているため，砕石の設定が妥当である記載をし
た。

（R5.11.27）ヒアリング　資料1-2『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.35）』
■添付資料17「津波の流況を踏まえた防波堤の取
水口到達及び閉塞可能性評価について」
p.5条-別添1-添付17-56～57

230123
-20

39

資料1-1【漂流物の影響評価】44ページ)
直近海域（堀株側）において，定置漁業権範囲
と岩礁地帯及び浅瀬を除いた海域を漁船が操業
または航行しない根拠を整理して説明すること

R5.1.23
本日
回答

添付資料35「発電所周辺における漁船の操業・航行
の可能性について」にて直近海域（堀株側）におい
て，定置網漁業権範囲で操業する漁船がある堀株港
以外の周辺の港・漁港から各漁船が操業する漁場ま
での航路となっていないことや漁港から漁場への最
短ルートとなることがないことを踏まえ、定置漁業
権範囲と岩礁地帯及び浅瀬を除いた海域を漁船が操
業または航行しないと整理した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■添付資料35
全般

 

網掛け範囲は，ヒアリング【令和5年12月11日（予定）】提出資料と同等の状態のままとし，

次回更新することといたします。

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 6/9



ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

230403
-15

40

資料1-2　25ページ）
津波によらず，通常時も踏まえ，小さな漂流物
が大量に流路縮小工の前に来ることの想定に対
する対応を検討すること。

R5.4.3
後日
回答
予定

・今回の説明資料としての説明対象か否かを含め
て，耐津波設計方針の全体像を整理し, 今後回答す
る。

2024年2月

230403
-16

41

資料1-2　35ページ，資料1-3）
砂堆積等による影響はないとするのであれば，
そのエビデンスを示して説明すること。また，
逆流防止設備の下流側（フラップゲート側）に
ついても説明すること。

R5.4.3 回答済
R5.4.24

ヒアリング

・流路縮小工に対しては，砂の堆積に対して，流路
縮小工設置後でも原子炉補機冷却海水ポンプの取水
性に悪影響を与えない設計とすることに修正した。
・逆流防止設備に対しては，砂や小さな漂流物の影
響については詳細設計段階で設計する。

第502回ヒアリング　資料1-2『泊発電所３号炉
設置許可基準規則等への適合状況について（設計
基準対象施設等）　第5条 津波による損傷の防止
（DB05 r.3.16）』
p.5条-別添1-添付31-9
p.5条-別添1-添付32-34

 

230403
-22

42

資料1-2　28ページ）
小さな漂流物が挟まることによる逆流防止設備
の機能喪失について，泊の特徴を踏まえ，どの
ような状況で異物を嚙み込むと想定し，津波来
襲時にはどのような状態となっているのかなど
の事象想定を明らかにした上で，説明するこ
と。

R5.4.3
後日
回答
予定

・今回の説明資料としての説明対象か否かを含め
て，耐津波設計方針の全体像を整理し, 今後回答す
る。

2024年2月

230403
-26

43

資料1-3　添付31-27）
波力や推力の考慮等，泊の流路縮小工の構造の
特徴を踏まえた説明とすること。また，小さな
漂流物の影響について説明すること。

R5.4.3 回答済
R5.4.24

ヒアリング

・津波荷重の注記として，推力も考慮することを追
記した。
・小さな漂流物の影響については，詳細設計段階で
設計することを追記した。

第502回ヒアリング　資料1-2『泊発電所３号炉
設置許可基準規則等への適合状況について（設計
基準対象施設等）　第5条 津波による損傷の防止
（DB05 r.3.16）』
p.5条-別添1-添付31-38

 

230403
-28

44

資料1-1　15ページ）
流木等，長尺形状の漂流物はパイプスクリーン
を抜け，流路縮小工を閉塞することも考えられ
るので，これらの可能性も含めて丁寧な説明を
すること。

R5.4.3
後日
回答
予定

・今回の説明資料としての説明対象か否かを含め
て，耐津波設計方針の全体像を整理し, 今後回答す
る。

2024年2月

230424
-11

45

PPT26ページ）
漂流物の影響については，第２波以降の影響も
含めて検討するとともに，通常状態，津波来襲
時の平面図，断面図等を時系列で示すなどして
説明すること。

R5.4.24
後日
回答
予定

基準津波確定後，管路解析の結果を踏まえて，通常
状態から津波の第１波、第2波の水位から漂流物の進
入可能性を整理し，後日回答する。

2024年2月

230424
-12

46

PPT26ページ）
海面を浮遊する漂流物が水中に入り辛い等，漂
流物の影響について，工学的な観点で説明する
こと。

R5.4.24
後日
回答
予定

基準津波確定後，管路解析の結果を踏まえて，通常
状態から津波の第１波、第2波の水位から漂流物の進
入可能性を整理し，後日回答する。

2024年2月

230424
-14

47
コメント回答N0.251(41/43))に関しては，漂流
物に加えて砂の堆積を含めて整理し説明するこ
と。

R5.4.24
後日
回答
予定

基準津波確定後，砂や漂流物の影響評価結果を踏ま
え，後日回答する。

2024年2月

230713
-06

48

資料3-2　5 条-別添1-Ⅱ-2-111)
３号炉放水口モニタリング建屋，残留塩素建
屋，モニタリング局舎の耐震Ｃクラスについ
て，地震・津波により破損した場合に建屋のガ
ラ等が取水口に到達する可能性を，論文や過去
の実験等確認の上記載内容を検討し，説明する
こと。

R5.7.13
本日
回答

地震又は津波波力によって，当該設備は損傷し，が
れき化すると考えられる。主材料であるコンクリー
トの比重(2.34)が海水の比重（1.03）を上回ってい
ることから，がれきが漂流物とはならないと評価し
た。また，滑動により一旦海底に沈んだ場合であっ
ても，取水口吞口下端（T.P.-8.0m）は発電所港湾内
（T.P.-14.0m）に比べ，約６m高い位置にあることか
ら，到達しないと評価した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-212,218

 

230928
-30

49
巻き上げた砂がSWP機能に与える影響について
説明すること。 R5.9.28

後日
回答
予定

 
巻き上げた砂がSWP機能に与える影響について今後ご
説明する。

  

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 7/9



ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

231130
-01

50

資料1-2　362ページ）
茶津側の黄緑の軌跡解析結果及び当該評価の不
確かさを踏まえると，国道の車両についても漂
流物として考慮すべきものと考えられる状況で
あることを踏まえ，国道の車両に関する考え方
を再度整理し，説明すること。

R5.11.30
後日
回答
予定

国道229号線を走行する車両については，軌跡解析等
踏まえ再検討した上でご説明する。

2023年12月

231130
-03

51

資料1-2　310ページ）
代表とする波源の根拠について，記載を充実す
ること。具体的には，309ページにある代表地
点＋周辺海域の浸水深さや流速，発電所に向
かってくる流向が発生している継続時間を踏ま
えた移動距離などを指標とした分類でスクリー
ニングアウトできる波源等を各遡上域，前面海
域及び直近海域について整理し，説明するこ
と。

R5.11.30
後日
回答
予定

代表とする波源の根拠については，スクリーニング
アウトできる波源等を整理した上でご説明する。

2023年12月

231130
-04

52

資料1-2　375ページ）
漂流物の移動量については，発電所側に向かっ
てくる津波の考慮として隣り合う波だけではな
く，すべての波を加算した上で評価するなど，
逆側の進行については考慮しない等の保守性を
持った指標で評価することを検討の上，説明す
ること。

R5.11.30
本日
回答

安全側の想定として引き波による反対方向の流れを
考慮せず，発電所へ向かう流向が生じてから収束す
るまでを押し波１波として設定し，最大流速と継続
時間の積で１波分の移動量を算出した。漂流物の移
動量は隣り合う押し波２波分が連続して発電所方向
へ向かって流れるものとし，流向が継続時間におい
ても変化しているが,最大流速で発電所方向に流れて
いるものとして評価を行う。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-177

231130
-06

53

資料1-2　453ページ）
航行不能になることを前提としているが，定期
検査等の実施状況を踏まえ，航行不能になる可
能性について改めて説明すること。 R5.11.30

本日
回答

作業船は船舶検査を受けたもののみとし，航行不能
にはならないと整理した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-273

231130
-07

54

資料1-2　453ページ）
4.9t以下の作業船について，係留等の対応可否
や退避に関する考え方を整理し，漂流物の可能
性を説明すること。 R5.11.30

本日
回答

4.9t以下の作業船は津波警報発令時には，原則，緊
急退避することとする。また，作業船は船舶検査を
受けたもののみとし，航行不能にはならないため漂
流物となる可能性はないと評価した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-273

231130
-08

55

資料1-2　461ページ）
漁場の範囲について，北海道等の漁業権等との
整合が取られていることを説明すること。

R5.11.30
本日
回答

環境アセスメント（環境影響評価書）には，当時の
漁場（聞き取り）と共同，区画，定置漁業権が示さ
れている。
漁場については，最新の聞き取り調査の結果を反映
しており，区画，定置漁業権については，水産庁HP
の最新の状況を反映している。
なお，区画，定置漁業権について，聞き取り調査の
結果と水産庁HPで一部範囲のズレが確認されたた
め，図を適正化した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-281
■添付資料35
p.5条-別添1-添付35-4

231130
-09

56

資料1-2　461ページ）
漁港と漁場間の航行ルートの不確かさを踏まえ
て，評価対象船舶（道路橋示方書ベースの評
価）の調査結果を整理し，漂流物衝突荷重だけ
でなく，取水性の確保として評価すべき船舶に
ついて説明すること。

R5.11.30
本日
回答

評価対象船舶（道路橋示方書ベースの評価）として
前面海域の漁船（いか釣り漁船）について，基準津
波の流向流速より到達する可能性は小さいが，到達
を想定し取水性の影響評価を実施した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-282-284

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 8/9



ID No コメント内容 ヒアリング日 対応状況* 回答
完了日

回答概要 資料反映箇所
積み残し事項の
回答予定時期

231130
-10

57

資料1-2　462ページ）
航行中の船舶が漂流し取水口に到達する可能性
を軌跡解析結果のみで結論付けていることにつ
いて，先行審査実績や学会の動向等を参照の
上，改めて説明すること。 R5.11.30

本日
回答

先行実績を踏まえ，基準津波の流向流速により発電
所へ連続的な流れがないことを確認しており取水口
に到達する可能性は小さいと評価しているが,到達し
た場合においても取水性に影響を与えないことを確
認した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-282
■添付資料35
p.5条-別添1-添付35-12

231130
-13

58

資料1-2　395ページ）
敷地内の木造建屋について，当該建屋の構造等
を示すなどして，全壊に至る過程を整理し，説
明すること。 R5.11.30

本日
回答

木造建物については，東北地方太平洋沖地震に伴う
津波被害の実績や聞取り調査より，まず扉や窓等が
破壊され，次に壁が破壊され，最後に基盤と一体で
あり壁に比べて強度がある柱が破壊されることから
建物の形状を維持したまま漂流しないと評価した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-212,213

231130
-28

59

資料1-2　ページ）
隣り合う波2波分に関して，１波分の考え方に
ついて整理し，説明すること。

R5.11.30
本日
回答

隣り合う2波分に関して，１波分は敷地方向速度が正
となって継続している時間における波を１波として
整理している。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-189-192

231130
-30

60

資料1-2　383ページ）
車両の保管場所及び駐停車場所について明示す
るとともに，防潮堤の外側に行くことの有無，
ある場合は外側に行く車両に関する津波時の対
応について説明すること。また，この対応方針
について，まとめ資料に反映すること。 R5.11.30

本日
回答

車両の保管場所及び駐停車場所については防潮堤区
画内に整備することとし，車両のうち巡視点検車両
等については，1.2トン未満は漂流物化することを想
定する。1.2トン以上2.1トン未満については，津波
警報発令時の退避時に気相部開放措置(窓や扉の開
放）をする運用とする。2.1トン以上の車両について
は防潮堤区画外の作業を制限する。なお，車両系重
機や燃料等輸送車両等については比重が大きいこと
から漂流しないと評価している。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-214

231130
-32

61

資料1-１-1　13ページ）
タンクローリーが漂流物化する前に津波で転倒
した際の油流出，火災の影響についても整理し
て説明すること。

R5.11.30
後日
回答
予定

国道229号線を走行する車両の漂流影響評価に合わせ
て検討した上でご説明する。

231130
-39

62

資料1-2　400ページ）
No.５残留塩素建屋やNo.7モニタリング局舎に
ついて，滑動のみの評価としているが，地震に
より損傷し，がれき化する可能性についても検
討の上，影響について説明すること。

R5.11.30
本日
回答

残留塩素建屋やモニタリング局舎については，地震
や津波波力により損傷しがれき化する可能性がある
と整理したうえで評価を実施した。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■別添1 2.5項
p.5条-別添1-Ⅱ-2-212

231130
-43

63

資料1-2　1771ページ）
添付資料35については，第一波の初期位置を設
定し評価しているが，第二波以降の初期位置の
考え方について整理し，説明すること。 R5.11.30

本日
回答

航行不能になった漁船が漂流物になった場合におい
ても沖合の流速は小さいことから，第一波を受けた
後も敷地に近づかない。第二波以降も第一波同様に
沖合の流速は小さく発電所に対する連続的な流れが
無いことから取水口及び防潮堤等に到達する可能性
は十分に小さい。

（R5.12.14）ヒアリング　資料2-3『泊発電所３号
炉　設置許可基準規則等への適合状況について
（設計基準対象施設等）　第5条 津波による損傷
の防止（DB05 r.3.38）』
■添付資料35
p.5条-別添1-添付35-12

*：検討状況・方針等のみをご説明の場合は、「一部説明」という用語で識別する。 9/9


